
 

    

 読書の秋 

さて、例年になく秋の気配が早くやってまいりました。初雪の便りがあっ 

たかと思いましたら、北海道では初氷がはったということです。秋といえば 

食欲の秋を真っ先に連想しますが、学校では１０月を「読書月間」として、 

読書の秋を楽しんでほしいと願っています。 

読書の必要性は昔から言われていますが、血液の流れから読書中には前頭葉が働いていることが

分かってきたということです。前頭葉は思考力や判断力をつかさどっているところですので読書の

効果も期待できるわけです。また、ちょっと見かけた本の中に、ただ読んでいるのでなく読み終わ

った後、他の人にその本を紹介したり感想を書いたりすると一層思考力の向上につながるというこ

とでした。４日の会礼には、子どもたちにこんな話をしたところです。  

 

                 自然の脅威 
台風が直撃。今までも心配したことがありましたが、避けてくれて事なきを得ていました。今度

もきっと南にそれるか北にそれるかと思いましたが、予想が外れて浜松市に上陸となりました。地

域でもあちこちに台風の影響がありましたが、本校でも停電したり、校庭のヒマラヤスギが倒れた 

りプールの日よけのアクリル板が破損したりと被害がありました。しか

し、なんといってもよかったことは、子どもたちをはじめとして人々に

怪我もなく終わったことです。 

            ところで、この停電を通し、テレビ・パソコンが使えなくて（非常用

電源を持っている電話１台だけが唯一使用できましたが）、外部の情報

を手に入れることや情報発信できないこと、それだけでなく日ごろパソ

コンに情報を保存しているため仕事ができなくなってしまったことなど

を体験し、災害時の弱さを感じざるを得ませんでした。 

 
新任職員の紹介…若林純子先生 
県教育委員会で学校教育の充実のため加配として本校に職員をつけてくれました。学校では、一

人一人の学力保障を考え、２年・４年・５年の各学級を２人の先生で指導することを中心に考えま

した。理解に時間のかかる子の支援や実験・作業などの活動の手助けを中心としますが、指導方法

の工夫もしていきたいと考えています。 
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【若林純子先生の自己紹介】 

 住まいは森町谷中でお隣の宮園小学校出身です。縁があっ

て森小学校で勤務できることを幸せに思っています。小学校

での勤務経験がないため手探りの毎日ですが、尐しでも子ど

もたちの学力を伸ばしていけるよう精一杯がんばります。ど

うぞよろしくお願いいたします 

 

 

 

倒れたヒマラヤスギ 



 

美しい歌声が響き渡った音楽発表会 

 ４年生が森小学校を代表して音楽発表会（会場： 

森町文化会館ミキホール）へ参加しました。「もの 

のけ姫（伴奏：兼子愛梨さん）」「いつも何度でも 

（伴奏：幸田穂奈美さん）」の曲を心を込めて歌い、 

たくさんの拍手を受けました。真剣なまなざしで歌 

う姿は、とても立派でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

力を出し切った袋井・森地区陸上競技大会 

 １０月５日（水）に小笠山総合運動公園エコパで袋井・森地区陸上 

競技大会が開催され、６年生児童が参加しました。時々小雨が降る肌 

寒い天気でしたが、今まで練習してきた力を発揮し、多くの子が自己 

最高記録を出すことができました。特に男子６０ｍハードルに出場し 

た花嶋祐暉君は、素晴らしい大会新記録を出し、男子のリレーチーム 

も第２位と大活躍し、森小学校の名を袋井・森地区に広めてくれまし 

た。どの子も素晴らしい経験をすることができました。 

 

あいさつの輪を広げよう 

 森小学校では、子どもたちが元気よくあいさつできるように「あいさ 

つ週間」を設定しています。今月は４日（火）～１２日（水）まで、計 

画委員会の子たちが昇降口の前などに立ち、あいさつを呼び掛けていま 

す。元気よく気持ちのよいあいさつができるグループは、リーダーが手 

本となっています。そういうグループが増えていくよう、教師も当番を 

決めてあいさつ運動に参加しています。御家庭でも朝や帰り、食事の時 

など気持ちの良いあいさつができるよう御協力ください。 

 

暴走族の総長からどうやって立ち直ったの？ 

暴走族の総長といったら、すごい悪いイメージがありませんか？当然、刑務所にも入っています。

そんな人が、立派に更生し、悪くなってしまった子たちを立ち直らせるってすごいことですね。そ

んな体験をしている“伊藤幸弘”さんの講演会が、１１月３０日（水）１９：００～森町文化会館

小ホールで開催されます。NHKの番組でも取り扱われた方です。たくさんの皆様の御参加をお待ち

しています。（申込用紙は以前配布しましたが、もしない場合が「氏名」「住所」「電話番号」を

電話で学校へお知らせください。Tel ８５－２１３４） 

 

 

【審査員寸評】 

「もののけ姫」は、７０人余りの大合唱団ですが、とてもやわらかな歌声です。２番のルル

ルの合唱もきれいです。曲の盛り上げ方も気持ちを揃えて見事にできました。 

「いつも何度でも」は、体全体で３拍子の流れに乗ってさわやかに合唱しています。言葉の

フレーズとメロディのフレーズが合わないところのある曲ですが歌詞がとてもよくわかるよう

に歌うことができました。２曲とも声がのびのびと出ていてさわやかです。 

 

 

 


